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氏名 所属・職名 助成金額 

吉野 惇郎 大学院理工学研究部（理学） 助教 850,000円 

研究課題名 

簡便な方法でパイ共役系を拡張した新規トリアリールボランの開発 

研究の概要 

化学センサー機能を有する化合物は、我々の周囲の環境や生体内の分子やイオンの存

在情報を、我々が感知できる色の変化などの物理的信号に変換できるため、環境保全

や生体機能の解明等の局面で重要である。トリアリールボランはルイス酸性を示す 3 配

位ホウ素原子にパイ共役系を連結した構造を持ち、そのパイ共役系を拡張した化合物は

ルイス塩基センシングに用いうることが知られている。本研究では、化学センサー機能を

有する新規な色素を効率よく合成する方法の開発を意図して、簡便なパイ共役系連結方

法である含窒素二重結合形成反応を用いてトリアリールボランのパイ共役系を拡張した

誘導体の合成方法を確立し、その構造と特性の関係を明らかにすることを目的とした。 

研究の成果 

トリス(4-アミノ-2,6-ジメチルフェニル)ボラン(1)および関連化合物を開発した。化合物 1 と

ベンズアルデヒドあるいはニトロソベンゼンとの脱水縮合反応を試みたところ、1 に対して

フェニル基をC=NあるいはN=N結合形成により三回対称型に連結した化合物 2および 3

が得られた。理論計算及び紫外可視吸収スペクトルより、2および 3ではパイ共役系が有

効に拡張していることを明らかにした。化合物 3 の THF-d8溶液に対してフッ化テトラブチ

ルアンモニウムを作用させたところ、定量的にフルオロボラートに変化するとともに、溶液

色が橙色から黄色に変化し、フッ化物イオンの視覚的なセンサーとしてはたらくことがわ

かった。以上のように、1 を用いることで、トリアリールボランのパイ共役系が簡便な反応

により自在に拡張でき、新規な化学センサー色素を迅速に構築できることがわかった。 
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